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1.はじめに
タバコは人々に不快を感じさせる「臭い」を発生するだ
けでなく，喫煙が健康に与える影響について関心が集まっ
ている。喫煙者数は減少傾向にあるといわれているが，20
代30代の女性に限っていうと横ばい状況である〔1〕。
タバコの場合，喫煙者自身への健康影響だけでなく，セ
カンドハンドスモーク（受動喫煙または二次喫煙）が生じ
ることは知られているが，サードハンドスモーク（三次
喫煙）は，セカンドハンドスモークに続く害と考えられ
数年前から海外では注目を集め始めており〔2,3〕，たとえば
喫煙により屋内で発がん物質が形成される可能性が示唆さ
れている〔4〕。
サードハンドスモークとは，タバコを吸い終わった後
に残っているタバコ煙由来の汚染物質が，カーペットやソ
ファ，衣類をはじめ，さまざまな物に付着し，時間の経過
とともに蓄積放出され，喫煙時にその場に居なかった第
三者がタバコの有害物質に暴露されることをいう。サード
ハンドスモークでは，タバコ煙に含まれる分子を吸い込
んでしまうからだけではなく，皮膚に直接触れてしまうこ
とも懸念されている。戸外や喫煙室でタバコを吸ったとし
ても，喫煙者の皮膚や衣類に有害物質が付着して残り，そ
れが喫煙者に付いてまわり，周囲に拡散させてしまう恐れ
がある。
生活環境を整えていく中で，目の前で汚染が発生してい
ない ・見えない汚染・であるサードハンドスモークをど
のように考えて伝えていったらよいのだろうか？
本報告では，サードハンドスモーク認識の現状をアン
ケート調査で確認し，簡単にできる再現実験を学習教材の
一助として提案した。
2.アンケート調査
サードハンドスモークという言葉の認識および，現状
を把握するため，2011年11月，昭和女子大学で行われた
秋桜祭に訪れた人のうち，男性70人，女性116人，計186
人を対象とし，タバコに関する意識アンケート調査を実施
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した。アンケートでは，回答者の属性，喫煙習慣について
（習慣の有無，タバコの銘柄），タバコ臭，喫煙のメリットデ
メリット，サードハンドスモーク（三次喫煙）を知って
いるか，どこで聞いたか，タバコ臭付着経験の有無，付着
場所，処理方法とその効果等を尋ねた。
図1にはアンケート回答者の年代，性別，喫煙習慣を示
した（3名は喫煙習慣の有無のみ無回答）。男性は約37％，30
代以上は約25％であり，回答者は女子大生ばかりではな
い。アンケート対象者のうち約92％に喫煙習慣がなく，
昭和女子大学の学園祭を訪れる人々の健康や公衆衛生に対
する意識の高さがうかがえた。
次いで，「サードハンドスモークあるいは三次喫煙
という言葉を聞いたことがありますか？（問9）」，知って
いるとしたら「何処で耳にしましたか？（問10）」という
問いに対する回答結果を図2に示した。言葉としての浸透
度は20.3％で，セカンドハンドスモークと異なり，新
しい概念であることがうかがえる。一方，その言葉をどこ
で知ったかについてみると，多くがメディア経由であり，
学校という回答は7.8％でしかなかった。新しい概念を正
しく理解させるためにも，また影響の大きい子どもたちを
守るためにも，学校教育などを通して正しく伝えていくこ
との重要性が示唆された。
そこで，「タバコ臭の付着を感じたことがありますか
（問11）」の回答を確認したところ，全体の92.4％の人が
「ある」と答えていた。タバコ臭の付着を感じたことがあ
ると答えた人たちの，「タバコ臭が気になる箇所（問12）」
および「対処法（問13）」の回答を図3にまとめた。タバ
コ臭が気になるところの多くは繊維製品であり，対処法は
洗うかスプレー処理がメインであったが，15.5％の人が
あきらめて放置していた。すなわち，サードハンドスモ
ークという言葉の認知は低かったが，現象としては多くの
人が体験していることがわかった。
3.サードハンドスモークの再現と・見える化・実験
サードハンドスモークを正しくイメージしてもらうた
めの実験を提案する。学校などでも応用できるよう，でき
るだけ身近にあるもので実験装置を構築し，併せて裏付け
となるデータ取得を計画した。すなわち，疑似喫煙空間に
見立てた密閉容器内に火をつけたタバコを入れる。その後
吸着材を容器内に入れ ・臭い・を移す。容器内の臭いと成
分の濃度測定，濾紙の色差測定，吸着材の臭い測定（経時
変化）等を測定し，サードハンドスモークを ・見える化・
する。
実験装置他
・検知管式気体測定器（ガステック社）
・気体検知管 No.92L（アセトアルデヒド，120ppm）
・同 No.3H（アンモニア，116％）
・同 No.81L（酢酸，0.2510.0ppm）
・ポータブルにおいモニタ（ガステック社，GT300-VOC）
・カラーセンサ（MINOLTA社，MCR-A）
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図3 タバコ臭が気になる箇所と対処法
問12 タバコ臭が気になる箇所 問13 タバコ臭付着後の対処法
図1 アンケート回答者の年代，性別，喫煙習慣
図2 サードハンドスモークあるいは三次喫煙という言葉について
問9「サードハンドスモーク
あるいは三次喫煙」という
言葉を聞いたことがありま
すか？
問10「サードハンドスモーク
あるいは三次喫煙」とい
う言葉を何処で耳にしま
したか？
・濾紙（ADVANTEC，No.2，90mm）
・疑似喫煙空間と見立てる密閉容器
A:240mm×310mm×230mm
すなわち1.71×107mm3容（注1）
B:178mm×200mm×165mm
すなわち5.87×106mm3容
・吸着材a:ニードルパンチカーペット生地（ワークス社，
ポリエステル100％）
・吸着材b:デオトイレ（ユニチャーム社，原材料:ゼオラ
イト，シリカゲル）
・吸着材保管用密閉容器:5.91×102mm3（直方体ではない
ため製品表示の容量より）
・セブンスター（日本たばこ産業，タール 14mg，ニコチン
1.2mg〔5〕）（注2）
実験方法
図4に示すように，疑似喫煙空間と見立てる密閉容器は
逆さまに用いる。蓋部分に熱した銅線でポータブルにおい
モニタの差し込口（25mm×45mm）を開け，空間内の臭
気測定を行えるよう加工する。容器内側上方に濾紙を貼る。
実験開始時に吸気とライタでタバコに火をつけ，タバコ煙
が発生したのを確認してから，密閉容器内に灰皿を用いて
タバコを設置する。（注3）
タバコが燃え尽きたのを確認した後，密閉容器内のCIAQ
値（注4）をにおいモニタで，アセトアルデヒド，アンモニ
ア，酢酸の気体濃度を気体検知管で測定する。測定後，吸
着材a,bをにおいモニタ差し込口から密閉容器内に差し
入れ設置し，1時間の後取り出し，別の吸着材保管用密閉
容器に移す。7日間の間，吸着材表面のCIAQ値測定を行
う。吸着材はにおいモニタとほぼ同寸（40mm×130mm）
となるようaはカットし，bは厚紙に両面テープで接着した。
（吸着材は最初から入れておいてもよいが，万が一の着火（引火）
の可能性を考え，タバコの火が消えた後に密閉容器に入れた。）
この実験で用いた疑似喫煙空間Aの場合，容積比より6
畳の和室で約1750本のタバコを吸った勘定になる。たと
えば家人が居間で一日一箱（20本）吸う場合，88日分に
相当し，約3カ月分の喫煙を ・見える化・したことになる。
（注1） 疑似喫煙空間Aの大きさの容器の場合，タバコ1
本が燃え尽きる酸素量が充分に確保されている。
（注2） セブンスターは日本たばこ協会発表によると，紙
巻きたばこの売り上げトップである〔6〕。
（注3） タバコからの煙は喫煙時にタバコ自体やフィルタ
を通して口腔内に達する主流煙，これが吐き出さ
れた呼出煙，点火部から立ち上る副流煙に分けら
れる。各種有害物質は主流煙と比べて副流煙の方
が多く，また主流煙は酸性であるが副流煙はアル
カリ性で目や鼻の粘膜を刺激することなどが知ら
れている〔7〕。この実験では主に副流煙を実験に
用いている。
（注4） CIAQ値（CompositeIndexofAirQuality）とは
ポータブルにおいセンサで測定される数値で，空
気中の臭いを総合的に判断し指数化した値と定義
されている。たとえば，新鮮な空気は1，喫煙室
は30～90など〔8〕。
実験結果
タバコの臭いはアセトアルデヒド（CH3CHO），アンモニ
ア（NH3），酢酸（CH3COOH）を主成分とする複合臭とい
われている〔9〕。疑似喫煙空間と見立てる密閉容器内でタ
バコに火をつけ燃え尽きた後，密閉容器内のそれぞれの成
分を検知管にて測定した。ここでは検知管の測定濃度範囲
と合わせるため，疑似喫煙空間Bを用いた。その結果を
表1に示す。タバコ煙の煙臭の成分分析結果〔10〕と比較す
ると，ここで用いている煙は副流煙であるため酸性の酢酸
の値が少ないが，概ね文献値から計算される範囲の測定値
であった。
先のアンケートで煙臭が気になる箇所として衣服が
90.4％の回答があった。そこで，吸着材の一つとして，
繊維製品を選んだ。サードハンドスモーク被害の一つと
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図4 疑似喫煙空間A
表1 ・見える化・実験空間内のタバコ臭成分測定結果
（疑似喫煙空間B:5.87×106（mm3））
タバコ臭の主成分 成分の濃度
アセトアルデヒド（ppm） 7.0
アンモニア（％） 0.3
酢酸（ppm） 1.0
して，家具や内装材といったインテリアにタバコ煙成分が
吸着し，それを触ってしまったり赤ちゃんが舐めてしまっ
たり，という事例があることから，一般的なカーペット生
地（a）を選んだ。これはニードルパンチタイプであるた
め被服用の布よりも吸着表面が広くなっている。吸着材の
もう一つとしては，吸着材として働くモノを含んでいる身
近なものとした。身近な吸着材としては，活性炭やシリカ
ゲルが挙げられるが，今回は放射性物質を吸着することで
注目されているゼオライトを含むものを探し，猫砂（猫用
の室内トイレに入れるペレット状物質）（b）とした。
疑似喫煙空間Aでタバコ1本を燃え尽きさせた後，吸
着材aとbを1時間入れ空間内の煙臭を吸着させた。そ
の後，吸着材保管用密閉容器にそれぞれ移し，7日間吸着
材表面のCIAQ値を測定した結果を図5に示した。横軸
は実験当日以降の日数，縦軸は吸着材間を比較するため，
吸着実験当日のCIAQ値を100として表した比率とし，
二つの吸着材表面のCIAQ値変化をわかりやすくした。
猫砂（b）は吸着を一定期間行い，その後脱着放出す
るのに対し，カーペット生地（a）は臭いを吸着して間もな
く脱着放出している様子がうかがえた。つまり，カーペ
ット生地の脱着経過は，アンケートで多くの人が答えてい
た「衣服が臭う」という現象を再現できたと考えられよう。
タバコ煙にはアセトアルデヒドなどの気体成分だけでな
く，固体成分（粒子相）も含んでおり，主なものとしてニ
コチンやタールが挙げられる。ニコチンはタバコ中毒の原
因物質であるが副流煙中で分解されるので，副流煙や呼出
煙による健康影響を考える場合はタールが問題となってい
る。タールとはいわゆるヤニで，種々の発がん物質，発が
ん促進物質ほか有害物質が含まれる。喫煙スペースや喫煙
者の肺を黒くさせる物質でもある。
疑似喫煙空間として用いた密閉容器内側上方に，実験前
に濾紙を設置した。実験後その濾紙をはがして測色し，未
使用の白色濾紙との色差を求めた。何度か実験を試みた際
の濾紙の写真を図6に示す。
4.学校教材としての可能性
臭いは基本となる原臭が定義されていないこともあり音
や色の様に物理量に換算されづらく ・捉えどころ・がない
が，ある特定の化学物質に対して臭覚が反応していると考
えられている。健康影響を考える場合，何らかの ・見える
化・を行って児童や生徒に問題提起をしたいところである。
ここでいう ・見える化・とは，問題点把握を目的とし，基
本情報や整理した課題などを視覚だけでなく五感で体感で
きるようにすることである。
今回の実験結果は，一般に知られているタバコに関する
データから逸脱するものではなく，タバコ煙に関する状況
を（特に副流煙に関して）再現できているのではないかと考
える。身近なものを使って再現できたことから，学習教材
としても使えるのではないかと提案したい。検知管式気体
測定器やにおいモニタがなくても，煙臭を吸着させたカー
ペット生地などを実際に嗅がせてみる，さらに煙臭を吸わ
せたカーペット生地などを保管していた密閉容器を吸着材
を取り除いたうえで実際に嗅がせてみるなどの体験により，
児童，生徒がこの問題に関して考えるきっかけを作ること
ができると思われる。
喫煙者と非喫煙者間でのセカンドハンドスモークは，
・喫煙・という目に見える場で起きるものであるのに対し
て，サードハンドスモークは，両者ともに意図しない場
においても起こりうる。よって ・喫煙・とサードハンド
スモークとの因果関係を教育の場で伝えることは重要と考
える。
5.おわりに
タバコ煙に関しては様々な研究が行われている〔11〕が，
一般向けの教材まで視野を広げたものは少ない。
サードハンドスモークは，セカンドハンドスモー
ク〔12〕ほど認知されておらず因果関係もわかりづらい。本
実験で試みた実験は，できるだけ身の回りにあるもので現
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図5 吸着材二種の実験後7日間のCIAQ値変化
図6 疑似喫煙空間上部に設置した濾紙
白色濾紙との色差（平均）:・Eab＝16.6
象を再現しており，参考にしていただけよう。用いた密閉
容器Aは調理品保管用としては大きめであるが，乾物な
どのストッカーとしては家庭でよく用いられているサイズ
である。吸着材として，たとえば布製品（制服に用いられる
ようなサージの生地など）を同寸の厚紙に貼るとか，髪の毛
（エクステンション用の人毛など）を同様に貼るなどすると，
それぞれの関心のある現象を再現することができよう。
タバコの影響を意図せずに大きく受ける子どもたちのた
めにも，こういった実験を通してこれからタバコと私たち
がどうかかわっていけばよいのか考えるきっかけとなって
ほしい。
なお，今回の実験ではタバコのもう一つの害である一酸
化炭素（CO）には触れていないことをお断りさせていた
だく。
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